
あおもりイクボス 検索

弘鉄電気工事株式会社
（建設業）

小野　貴司さん
　りんごもぎ、通院時の送迎、孫の運
動会…それぞれの家庭の事情にもチー
ムワークでこたえ、資格取得の支援や
女性管理職の配置にも取り組んでい
る。

株式会社サンライズ
（医療・福祉業）
齋藤　由美子さん

　個別面談や、「お互い様」が言える環
境づくりを通じて、多様な働き方を実
現。出産した従業員の継続就業率も
100％を達成している。

株式会社Ｉ・Ｍ・Ｓ
（教育・学習支援業）
引間　由実子さん

　時短勤務、定時退社デー、遅番専門
スタッフの配置といった体制を整備し
ているほか、キャンプやねぶた観覧な
どを開催。社員全員が仕事も生活も
楽しんでいる。

株式会社佐々木建設工業
（建設業）

豊川　多恵子さん

　技術職と事務職、若手と上層部との
間に立つイクボスにより、会社の風通
しがよくなっている。県内の建設業で
唯一、国が定める女性活躍推進の基準
「えるぼし」に認定。

株式会社青森ダイハツモータース
（卸売・小売業）

今有紀さん 中村ひろ子さん 吉田奈津子さん
出町修平さん 前田まゆみさん

　ノー残業デー、３日連続休暇取得制
度、男性の育児休業を周知し、また、各
部署の責任者全員が「イクボス宣言」
をして、社員の子育てや介護を応援し
ている。

人口減少が急速に進む中、地域で暮らす人たちが幸せを感じながら働き、地域の活力になっていくには、
「イクボス」の存在が不可欠です。イクボスとは何か、働きやすい環境づくりに必要なこととは・・・。
青森県が開催した「あおもりイクボスフォーラム」を取材してきました。

　
い
ざ
イ
ク
ボ
ス
式
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
も
︑具
体
的

に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
戸
惑
う
も
の
︒
イ
ク
ボ
ス
実
践
者
の
川
島
高
之
さ
ん

の
講
演
か
ら
実
行
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
︒

い
き
な
り「
イ
ク
ボ
ス
に
な
れ
」と
言
わ
れ
て
も…

。
チ
ー
ム
へ
の

働
き
か
け
、何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
？

ま
ず
は
部
下
と
の﹁
１
対
１
の
関
係
﹂を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
︒

日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
︑私
生
活
に
配
慮
し

な
が
ら
︑部
下
の
仕
事
に
寄
り
添
う
こ
と
が
必
要
で
す
︒
部
下
の

将
来
像
と
︑そ
れ
を
得
る
た
め
の
手
段︵
勉
強
︑人
脈
︑経
験
︑実
績
な
ど
︶を
一

緒
に
考
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
︒

　
そ
し
て
︑部
下
に
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
︒
具
体
性
の
あ
る
職
務
を
上
司
か
ら

の
一
方
通
行
で
は
な
く
︑部
下
の
納
得
感
も
引
き
出
し
︑能
力
に
合
わ
せ
た
進

行
管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
︒

　
ま
た
︑社
内
の
会
議
︑書
類
︑手
続
き
な
ど
減
ら
す
︑止
め
る
決
断
を
す
る
こ

と
で
業
務
を
絞
り
込
み
︑成
果
物
の
良
質
化
を
図
り
ま
す
︒
勤
務
時
間
中
に

﹁
予
定
の
無
い
﹂時
間
を
つ
く
る
こ
と
で
︑部
下
が
相
談
し
や
す
い
︑い
ざ
と
い

う
時
に
代
打
で
き
る
状
況
に
︒
早
く
帰
っ
た
り
︑休
暇
を
取
る
覚
悟
も
決
め
︑

﹁
自
分
が
い
な
く
て
は
！
﹂と
い
う
呪
縛
を
解
く
こ
と
も
必
要
で
す
︒

　
部
下
の
意
欲
と
自
主
的
行
動
を
重
視
す
る
方
法
で
︑長
時
間
労
働
が
改
善
さ

れ
︑ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス︵
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︶を
重
視
す
る
環
境
へ
と
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

部
下
の
多
様
化
、労
働
時
間
の
削
減
と
い
う
時
代
。
チ
ー
ム
力
を

強
化
す
る
に
は
？

﹁
個
人
戦︵
＝
属
人
化
︶﹂か
ら﹁
チ
ー
ム
戦
﹂に
す
る
こ
と
で
す
︒
例

え
ば
︑他
者
の
仕
事
を
カ
バ
ー
し
た
人
を
人
事
考
課
で
高
評
価
す

る
こ
と
や
︑業
務
管
理
票
を
共
有
し
︑偏
り
が
あ
れ
ば
配
分
を
変
更

す
る
な
ど
し
て
属
人
化
を
回
避
さ
せ
ま
す
︒

　
そ
し
て
︑ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス︵
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︶は
緩
い
も
の
で
は
な
く
︑

厳
し
い
も
の
と
い
う
意
識
づ
け
を
全
員
が
行
う
こ
と
で
す
︒
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
与
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
︑自
ら
取
り
に
い
く
も
の
︒
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
で
き
な
い
理
由

を
挙
げ
る
の
で
は
な
く
︑で
き
る
手
段
を
考
え
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

　
何
よ
り
︑﹁
人
生
を
欲
張
る
﹂貪
欲
さ
を
持
ち
ま
し
ょ
う
︒
働
き
方
改
革
は
︑

生
き
方
改
革
で
す
！

　少
子
高
齢
化
で
労
働
人
口
は
激
減
！

　「働
き
手
の
確
保
」
が
組
織
の
大
命
題
に

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、こ
れ
か
ら
深
刻
に
な
っ
て

く
る
大
問
題
が「
働
き
手
の
確
保
」で
す
。
し
か

も
、働
き
手
は
数
が
減
る
だ
け
で
は
な
く
、高
齢
化

し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
今
後
、団
塊
の
世

代
の
人
た
ち
が
後
期
高
齢
者
に
な
り「
大
量
介
護

時
代
」に
突
入
し
て
い
く
中
で
は
、「
子
育
て
や
介

護
に
よ
り
時
間
に
制
約
の
あ
る
従
業
員
を
生
か
せ

る
新
し
い
組
織
運
営
」を
獲
得
す
る
こ
と
が
企
業

の
生
命
線
に
な
る
と
言
っ
て
も
、過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、共
働
き
世
帯
が
増
加
し
、核
家
族
化
も
進

ん
だ
現
在
、家
事
・
育
児
は
夫
婦
で
分
担
し
協
働
す

る
こ
と
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
、雇
用
す
る
側

に
も「
従
業
員
の
家
庭
内
背
景
を
理
解
・
サ
ポ
ー
ト

す
る
意
識
」が
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　主
力
選
手
は「
制
約
社
員
」で
も
結
果
を
出
せ
る

　「強
い
組
織
」
で
目
標
達
成
力
ア
ッ
プ

　
働
く
場
所
や
時
間
に
制
約
の
あ
る
社
員
が
大
半

を
占
め
、残
業
で
き
な
い
部
下
た
ち
を
何
人
も
抱
え

な
が
ら
、組
織
の
目
標
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
命
題
が
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
に
突
き
つ
け
ら

れ
ま
す
。

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
会
議
を
減
ら
す
な
ど
短
時

間
で
結
果
を
出
す
た
め
に
ム
ダ
を
削
減
す
る
こ

と
。「
い
つ
休
む
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
制
約
社

員
の
状
況
を
踏
ま
え
、日
常
的
に「
マ
イ
ナ
ス
１
で

も
回
る
」チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、全
員
で
チ
ー
ム
の
目
標
を
共
有
し
、欠
員

チ
ー
ム
で
も
結
果
を
出
せ
る「
強
い
組
織
」づ
く
り

を
行
う「
イ
ク
ボ
ス
式
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」が
、
10
年

後
も
企
業
が
生
き
抜
き
、管
理
職
自
身
も
い
き
い
き

働
き
続
け
る
た
め
に
必
須
と
な
り
ま
す
。

　職場で共に働く部下・スタッフのワーク・ラ
イフ・バランス（仕事と生活の調和）を考え、
その人のキャリアと人生を応援しながら、組織
の業績においても結果を出しつつ、自らも仕事
と私生活を楽しむことのできる上司（経営者・
管理職）のことを指します。

なぜ今イクボスなのか？

イクボスとは

あおもりイクボスフォーラム

日時　平成 31年１月16日（水）
13時30分 ～16時

会場　青森国際ホテル
・あおもりイクボスアワード授賞式
・基調講演
「イクボス式マネジメントで仕事も私生活も
　両立できる青森県をめざして」
　講師　川島高之さん
　　（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン理事）

教
え
て
！
イ
ク
ボ
ス
実
践
Ｑ
＆
Ａ

QQAAQQAA

　県では、経営者や管理職がイクボスとしての取組を実践し、ワーク・ライフ・バランスを可能にする職場づくりを推進するため、部
下から見たイクボスのいる職場モデルとして優れたエピソードを募集し、「あおもりイクボスアワード」を決定しました。

県では、従業員のワーク・ライフ・バランスを
応援する「あおもりイクボス宣言企業」を募
集しています。
あおもりイクボス宣言企業に登録されると…
・求人票へ「あおもりイクボス宣言企業」で
ある旨の表示が可能。

・希望に応じてイクボスバッジを配布。
・「あおもり働き方改革推進企業」認定基
準の１つである『「働き方改革」に関する
風土づくりに努めていること』を満たす。

あおもりイクボス宣言企業募集中!!あおもりイクボス宣言企業募集中!!

イクボス度チェック✓
①部下のワーク・ライフ・バランスとキャリアを応援
□子育てや介護などの部下の事情を把握している。
□部下とプライベートな話もよくする。
□部下が帰宅しなければいけない時間を把握している。
□子供の病気で早退する部下を快く送り出せる。
□部下の成長を一番に考えている。
②組織としての成果をあげる
□組織のチームワーク強化に注力している。
□会議、書類、メール等の削減や効率化に取り組んでいる。
③上司自身のワーク・ライフ・バランスを実現
□自分自身も、私生活、趣味、社会貢献などを楽しんでいる。

資料：「あおもりイクボスガイド」（青森県）

〈受賞者と各職場の様子〉

あおもりイクボスアワード

①から③の項目に
チェックが入れば
あなたもイクボス

▲基調講演講師　川島高之さん

▲あおもりイクボスアワードの受賞者とイクボスの皆さん

増やそう！イクボス
～誰もが活躍できる環境づくりを～
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で
す
！

　少
子
高
齢
化
で
労
働
人
口
は
激
減
！

　「働
き
手
の
確
保
」
が
組
織
の
大
命
題
に

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、こ
れ
か
ら
深
刻
に
な
っ
て

く
る
大
問
題
が「
働
き
手
の
確
保
」で
す
。
し
か

も
、働
き
手
は
数
が
減
る
だ
け
で
は
な
く
、高
齢
化

し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
今
後
、団
塊
の
世

代
の
人
た
ち
が
後
期
高
齢
者
に
な
り「
大
量
介
護

時
代
」に
突
入
し
て
い
く
中
で
は
、「
子
育
て
や
介

護
に
よ
り
時
間
に
制
約
の
あ
る
従
業
員
を
生
か
せ

る
新
し
い
組
織
運
営
」を
獲
得
す
る
こ
と
が
企
業

の
生
命
線
に
な
る
と
言
っ
て
も
、過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、共
働
き
世
帯
が
増
加
し
、核
家
族
化
も
進

ん
だ
現
在
、家
事
・
育
児
は
夫
婦
で
分
担
し
協
働
す

る
こ
と
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
、雇
用
す
る
側

に
も「
従
業
員
の
家
庭
内
背
景
を
理
解
・
サ
ポ
ー
ト

す
る
意
識
」が
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　主
力
選
手
は「
制
約
社
員
」で
も
結
果
を
出
せ
る

　「強
い
組
織
」
で
目
標
達
成
力
ア
ッ
プ

　
働
く
場
所
や
時
間
に
制
約
の
あ
る
社
員
が
大
半

を
占
め
、残
業
で
き
な
い
部
下
た
ち
を
何
人
も
抱
え

な
が
ら
、組
織
の
目
標
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
命
題
が
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
に
突
き
つ
け
ら

れ
ま
す
。

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
会
議
を
減
ら
す
な
ど
短
時

間
で
結
果
を
出
す
た
め
に
ム
ダ
を
削
減
す
る
こ

と
。「
い
つ
休
む
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
制
約
社

員
の
状
況
を
踏
ま
え
、日
常
的
に「
マ
イ
ナ
ス
１
で

も
回
る
」チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、全
員
で
チ
ー
ム
の
目
標
を
共
有
し
、欠
員

チ
ー
ム
で
も
結
果
を
出
せ
る「
強
い
組
織
」づ
く
り

を
行
う「
イ
ク
ボ
ス
式
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」が
、
10
年

後
も
企
業
が
生
き
抜
き
、管
理
職
自
身
も
い
き
い
き

働
き
続
け
る
た
め
に
必
須
と
な
り
ま
す
。

　職場で共に働く部下・スタッフのワーク・ラ
イフ・バランス（仕事と生活の調和）を考え、
その人のキャリアと人生を応援しながら、組織
の業績においても結果を出しつつ、自らも仕事
と私生活を楽しむことのできる上司（経営者・
管理職）のことを指します。

なぜ今イクボスなのか？

イクボスとは

あおもりイクボスフォーラム

日時　平成 31年１月16日（水）
13時30分 ～16時

会場　青森国際ホテル
・あおもりイクボスアワード授賞式
・基調講演
「イクボス式マネジメントで仕事も私生活も
　両立できる青森県をめざして」
　講師　川島高之さん
　　（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン理事）

教
え
て
！
イ
ク
ボ
ス
実
践
Ｑ
＆
Ａ

QQAAQQAA

　県では、経営者や管理職がイクボスとしての取組を実践し、ワーク・ライフ・バランスを可能にする職場づくりを推進するため、部
下から見たイクボスのいる職場モデルとして優れたエピソードを募集し、「あおもりイクボスアワード」を決定しました。

県では、従業員のワーク・ライフ・バランスを
応援する「あおもりイクボス宣言企業」を募
集しています。
あおもりイクボス宣言企業に登録されると…
・求人票へ「あおもりイクボス宣言企業」で
ある旨の表示が可能。
・希望に応じてイクボスバッジを配布。
・「あおもり働き方改革推進企業」認定基
準の１つである『「働き方改革」に関する
風土づくりに努めていること』を満たす。

あおもりイクボス宣言企業募集中!!あおもりイクボス宣言企業募集中!!

イクボス度チェック✓
①部下のワーク・ライフ・バランスとキャリアを応援
□子育てや介護などの部下の事情を把握している。
□部下とプライベートな話もよくする。
□部下が帰宅しなければいけない時間を把握している。
□子供の病気で早退する部下を快く送り出せる。
□部下の成長を一番に考えている。
②組織としての成果をあげる
□組織のチームワーク強化に注力している。
□会議、書類、メール等の削減や効率化に取り組んでいる。
③上司自身のワーク・ライフ・バランスを実現
□自分自身も、私生活、趣味、社会貢献などを楽しんでいる。

資料：「あおもりイクボスガイド」（青森県）

〈受賞者と各職場の様子〉

あおもりイクボスアワード

①から③の項目に
チェックが入れば
あなたもイクボス

▲基調講演講師　川島高之さん

▲あおもりイクボスアワードの受賞者とイクボスの皆さん

増やそう！イクボス
～誰もが活躍できる環境づくりを～


